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本学会のさらなる充実・発展を願って

愛知教育大学 布 谷 光 俊

本学会の諸事業も, 代々の会長先生以下役員諸先達の方々や各県支部学

会員の皆様方の熱い思いと献身的なご尽力のお蔭で, 年々充実と発展を重

ねてまいりました。例えば, 今年度( 昨年の6 月22~23日) 茨城で盛大に

開催の本学会年次大会は第11回大会を, この学会誌刊行も本号で第10号を

数えることになりました。

この間, 本年度から完全実施の「総合的な学習の時間」も生活科の発展

的な学習領域として本学会の研究対象や事業内容に含めることとし, 平成12年度から現在の学

会名, 学会誌名等に変更。今では全国から約800 名の方々が, それも実践・研究の両関係者が

共に誘い合って本学会に加入され, 互いに提案し合い, 示唆を受け合い, 大いに研鑚を深め合

ってまいりました。微力な小生も, とりわけこの学会で諸先達から種々学ばせていただき, 育

ててもらった一人だと思っております。であれば, 本学会のこうしたよき特徴や既成果を大切

に継承しながら, さらなる充実・発展のために裏方の仕事に努めることが, 私たち役員に課せ

られた任務だと思っております。

幸いにも今年度から新たな学会事業が二つ加わりました。一つは, 毎年度開催の年次大会と

は別の単独事業としてシンポジウムやワークショップなどを開催すること, もう一つは, 本学

会に研究奨励賞を設け, 将来有望な学会員を対象に毎年これを授与することです。本号が刊行

される頃には, いずれの事業も予定通り具体化されていることと思いますが, 前者は, 毎年秋

ごろを目途に, 生活科や総合的な学習, さらにはこれらを含めた学校教育そのものにかかわる

話題のテーマ, 緊要のテーマ等でシンポジウムやワークショップを開催( 今年度は去る11月

23日, 立教大学で開催) し, 本学会の一層の活性化と機動力の向上, 学会外部への社会的貢

献等に寄与するものになるであろうし, 後者は, 毎年度の年次大会や本学会誌上等で優秀な研

究成果を発表された将来有望な学会員( 実践・理論の両部門から毎年各1 名ずつ) に研究奨励

賞を授与し, 当人の研究奨励はもちろんのこと, 若手学会員の励みや更なる人材育成, 学会諸

事業の質的向上等にも大いに寄与するものになるであろうと考えています。

いずれも, 今年度茨城で開催の本学会第11回大会の総会で承認された事業です。これらの新

事業が, これまでの諸事業と相呼応して功を奏し, 本学会が, 我が国の子どもたちの豊かな学

びや育ちの実現のために益々充実・発展することを心より願う一人であります。
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